
 

(第２号様式） 
 神奈川県教育委員会教育長殿                                                                                  令和６年４月 23日  
 

県立新城高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 21 日実施） 

総合評価（３月 26日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①「７つの力」
を育むため、新
学習指導要領に
伴う教育課程を
編成し、授業改
善中心としたカ
リキュラムマネ
ジメントにより
運用する。 
②知的探究心や
主体的に学ぶ学
習方法の改善に
努める。 
③生徒の思考力
の向上を図り、
判断する力を育
むための組織的
授業改善に全校
で取り組む。 

①新教育課程の
学習活動と評価
の実施をさらに
深めるととも
に、新旧教育課
程並行実施の最
終年度における
両者の円滑な運
用を目指す。  
②主体的･対話
的で深い学びを
主軸とした授業
改善の推進を継
続し、教科内外
の組織的な取組
をさらに進めて
いく。  
③指定校事業
「学習評価に係
る研究」をさら
に進めるととも
に持続可能な研
究を実施する。 

①新しい教育課
程の学習活動の
あり方を繰り返
し 共 有 し な が
ら、旧課程との
評価の手法の相
違点を確認し、
学習指導と評価
の円滑な運用を
進める。  
②教科全体で授
業改善をさらに
進めていく環境
を整え、生徒の
学習活動をさら
に深化させる取
組を進める。  
③指定校事業と
しての評価の研
究の中で、生徒
の「学びの調整
力」の向上を図
る授業のあり方
と、その調整力
の評価手法につ
いて組織的に検
討する。 

①新旧教育課程
の相違と留意点
に つ い て 確 認
し、それを踏ま
えた成績関係の
処理を周知徹底
することができ
たか。  
②学習評価の研
究とあわせて、
本校における授
業改善の視点を
共有し、検討す
る環境を整える
こ と が で き た
か。  
③指定校授業の
研究に向けた組
織的で持続可能
な取組を進める
こ と が で き た
か。 

①指定校事業とし
ての学習評価研究
への取組の中にお
いても新教育課程
における学習活動
のあり方について
研修を重ね、職員
の理解を深めてき
た。併せて、評価
手法の違いに伴う
成績処理に関して
も都度確認しなが
ら確実に進めるこ
とができた。  
②③学習評価の研
究と授業改善への
取組を並行して行
うことで、指導と
評価の一体化の視
点共有を深めるこ
とができた。ま
た、外部講師との
連携や研修会、説
明会、各教科への
推進委員配置等を
通して全校での組
織的な取組を進め
ることができた。 

①異なる教育課程
の並行実施にとも
なう成績処理上の
問題は無かった
が、新しい校務支
援システムでの出
欠席管理の仕組み
を導入する中で成
績処理作業への従
来からの変更点の
整理の徹底が必要
と考える。  
②③生徒の「学び
の調整力」の向上
を目指した授業改
善の具体は授業者
によって多様であ
り、その多様性を
どう整理し共有を
図るか、また、
「記録に残す評
価」のあり方をど
のようにまとめて
いくか等を課題と
して検討していき
たい。 

①主体的・対話的で深い
学びに係る授業改善で具
体的な手法やツール開
発、共有を図ることが重
要である。グループ学習
等のコミュニケーション
能力を高める手法を的確
に運用することが望まれ
る。 
②「学びの調整力」をど
のように伸張させるか、
教え方・評価の標準化だ
けでなく、学習意欲を引
き出す仕組みや仕掛けを
具体的に絶え間なく行っ
ていく必要性を感じる。
また、将来の社会変化に
対応できるスピード感も
重要である。 
②③リアリティある教
材、実践的で、生徒の主
体的課題解決力、協働性
においても先駆的な取組
を期待したい。 
②ICT の活用は大いに評
価できる。さらなる利活
用を期待したい。 

①③新教育課程への移行につい
て、旧課程における学習活動や
評価方法の研究や授業改善活動
を通じて円滑に進めることがで
きた。特に学習評価にかかる研
究の指定校事業で生徒の理解や
「学びの調整力」を高める指導
方法とそのフィードバックとし
ての評価研究をすすめることが
できた。今後より実践的な取組
により、より深い学びや探究心
を向上させる学習成果が得られ
るよう引き続き授業改善に取り
組みたい。 
②主体的・対話的で深い学びを
主軸とした授業改善の取組につ
いて、改善や手法の蓄積が進む
中、教科の枠を超えた情報・手
法共有や、相互研究等の可能性
についても今後進めていきた
い。 
③生徒の学力伸張に伴い、さら
なる高みを目指し、知識技能の
底上げと応用力・調整力・総合
力など今後求められる幅広い能
力の向上に対応した教育活動を
授業改善により展開したい。 

〇新教育課程の完成年度に向け
て研究成果の定着に向けて、さ
らなる授業改善の推進と研究推
進を図りたい。教科ごとだけで
なく教科を超えて学習活動のあ
り方を共有し、生徒の学習をさ
らに深化させる取組を進めるた
めの研修会を設定し、組織的な
授業改善の継続を図る。 
〇研究指定３年目の取組とし
て、この２年間の活動を踏ま
え、教科の見方･考え方を踏ま
えて、生徒の「学びの調整力」
向上のための学習活動及び「記
録に残す評価」のポイントを整
理しながら最終的な発信の場で
ある研究授業に向け実践を重ね
ていくステップを明確に周知し
実行を促進する。 
〇ICT を活用した業務の省力化
と効率化により、新たな授業改
善の取組や教材・教授内容の研
究を進め、さらなる高みをめざ
せる環境整備を進める。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①多様性と協調
性を育み、コミ
ュニケーション
能力や協調性を
高め主体的で協
働的な取組みを
目指し、学校行
事や部活動の活
性化を図る。 
②一人ひとりの
生徒への極め細
かな支援体制の
確立と外部機関
との連携を深め
る。 

①生徒主体の行
事・部活動を支
援するための教
員体制を改善・
構築し、可能な
限り生徒の活
動・活躍の場を
提供できるよう
にする。  
①多様性の認知
と理解をさらに
進めるととも
に、個人の尊重
や協調性の育成
に向けて教職員
と生徒、生徒間
のコミュニケー
ション活性化を
図る。 
②情報発信ツー
ル等も積極的に
活用し、個々の
生徒の課題や不
安を早期に発

①生徒会執行部
や各部活動に対
して効率の良い
活動の工夫がで
きるように部長
会を通して働き
かける。また顧
問の相互連携・ｲ
ﾝｽﾄﾗｸﾀｰ等の外部
人材の活用を図
る。   
①多様性の認知
に関わる啓発研
修会を生徒・職
員向けに開催す
る。  
②情報発信ツー
ル等を積極的に
利用し、生徒会
と部活動間の情
報共有の機会や
生徒情報共有の
機会を充実させ
る。 

①生徒会役員の
支援や必要に応
じた部長会の開
催ができたか。
また映像配信等
も織り交ぜなが
ら、新たな行事
の形について検
討、実施できた
か。   
①多様性をテー
マ と し た 研 修
会・学習会を生
徒、職員向けに
各１回以上実施
できたか。 
②様々な情報発
信ツールを活用
した情報共有シ
ステムを構築で
きたか。 
②生徒情報交換
機 会 を 充 実 さ
せ、必要に応じ

①生徒会執行部と
の定例会を 10 回
以上設定し、連絡
を密にでき、執行
部の仕事を支援
し、新たな提案を
一緒に検討するこ
とができた。ま
た、生徒会執行部
主催で部長会を行
い、清掃活動の役
割分担・指示を出
すことができた。  
②Classroom を活
用し、文化祭の情
報発信やアンケー
ト・投票集計など
を生徒会執行部や
体育祭幹部を中心
に活用することが
できた。 
②Classroom を活
用し、個々の生徒
の不安を早期に発

①行事がコロナ禍
以前の状態に戻る
中で、改めて内容
の取捨選択や工夫
をし、より効果が
得られるものに改
善していく。 
 
 
②サポートドック
の振り返りも含め
て生徒との面談を
複数回行ったり、
教員同士の情報交
換を密に行ったり
することで、不安
や困り感を抱える
生徒を早期に発
見・対応すること
ができた。 

①新型コロナウィルス感
染症の影響を抑え、各種
行事や生徒の自主的活動
を展開できたことで、生
徒は充実した高校生活を
送ることができた。 
①生徒会の生徒とのコミ
ュニケーションの充実か
ら、多くの生徒の主体的
な活動につなげてほし
い。 
②教育相談体制の構築や
様々なチャンネルを通し
ての生徒相談、不安の解
消に努めていることは大
変評価できる。教職員の
負担を軽減しながら、充
実した生徒支援体制がで
きるよう期待している。 
②SNS の適正利用や効果
的な活用を見据えた様々
な取組を継続していくこ
とは有用である。引き続
き工夫をして、制限する

①生徒会役員や各種実行委員会
等の生徒の主体的な活動への支
援を綿密に、丁寧に行い、生徒
の意欲と成果を引き出すことが
できた。積年の伝統を生かすこ
とと新しい価値観や多様性を重
視し、新たな取組への挑戦にも
取り組めるような環境整備や支
援体制を構築していきたい。 
①活動の活性化については、内
容の充実と指導体制の整備が課
題として挙げられており、教職
員の働き方改革と指導の充実の
バランスを取りながら、生徒の
主体的な取組により充実した活
動が展開できるようにしたい。 
②ICT 機器や情報発信ツールの
多様化、活用により多くの情報
を提供した一方、情報の整理や
共有・活用方法の工夫と仕組み
をオーソライズできるようにし
たい。 
②個別支援や相談支援の充実に
向けて SC や SSW の活用を進め

○学校行事の運営には委員会の
生徒を中心に据え、適宜委員会
を開き、自ら考え発信する力を
つけさせる。生徒がより協働で
きるような仕組みを構築し、生
徒の活動・活躍の場を与えられ
るように支援をする。 
○部活動の活性化について、顧
問の複数配置や部活動インスト
ラクターの適正配置を図るほ
か、安全・安心な活動環境整備
に向けて職員の意識や技術・技
能の向上に努める。 
有意な情報の発信と共有方法に
ついて、頻度に加え内容の精選
や先駆的な内容の提供など質の
向上を図り、映像配信等新たな
取組を行う。 
○相談支援体制の改善につい
て、生徒とのコミュニケーショ
ンの深化と支援体制の強化に努
め、また SC、SSW の活用や職員
の対応スキルの向上を図りた
い。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 21 日実施） 

総合評価（３月 26日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

見・対応するた
めの体制を整え
るほか、SC、
SSW と連携し多
様な支援の手立
てを構築する。 

②個別支援が必
要な生徒へ、チ
ーム支援により
対応の充実を図
る。 

てケース会議を
開催できたか。
情報共有が速や
かに行えたか。 

見・対応し、さら
に SC 及び SSW と
連携し多様な支援
の手立てを構築し
た。 

のではなく活用する視点
を持って対応してほし
い。 

ることができた。引き続き、相
談体制の充実と外部機関との連
携を進めたい。 

３ 進路指導・支援 

①自立した市民
として社会で活
躍する力を育む
ための進路希望
実現を体系的な
指導と情報提
供・支援により
行う。 
②長期的な展望
に基づくキャリ
アプランを主体
的に考えること
ができる資質を
育む。 

①長期的な視野
に立ち、計画的
に次の進路を考
えられるよう適
切な指導を行
う。   
②変化する社
会、入試制度に
対応できるよう
情報収集の的確
な方法、主体的
に判断する力を
養う指導を行
う。 

①充分な情報提
供 を 元 に 、 探
究・LHR の時間を
通じて長期的な
視野に立った進
路計画を作成す
る指導を行うと
ともに、適切な
時期に説明会等
を行う。  
②新課程に対応
する入試制度に
ついての情報収
集に努め、対象
学年の生徒に対
して、説明会等
で指導を行う。 

①長期的な視野
に立ったライフ
プランニングか
ら第一志望届が
提出できたか。  
②入試制度の改
革についての情
報収集が適切に
行えたか。  
③対象生徒や保
護者に対して、
入試改革につい
ての説明会が実
施できたか。 

①１年次より段階
的に、長期的な視
野に立った進路計
画を生徒自らが立
てることができる
よう説明会等を実
施して指導を行っ
た。２年次の第一
志望届は、ほぼ全
員が提出すること
ができた。  
 
②入試制度の変更
については、情報
収集に努めるとと
もに、探究・LHR
を利用して周知に
努めた。 

①コロナによる制
限が緩和され、外
部の人材・機関に
よる説明会が実施
できるようにな
り、指導方法の選
択肢が拡大した。
より有効な活用方
法を模索したい。
②入試制度の変更
の情報は収集に努
めたが、情報が多
岐にわたり、生
徒・保護者の理解
が進むように説明
するにはより工夫
が必要である。 

①順調に進路実績を伸ば
していることは、後進の
生徒にとっても目標、励
みになる。更なる高みを
目指し指導支援体制を整
えたい。 
②新しい学力観やキャリ
ア観が提唱され、生徒に
求められるキャリアプラ
ンも速い流れで変化して
いる。文理融合の流れや
AI の利活用、将来のキャ
リアプランの考察など時
代の変化を先取りした情
報の提供、支援が今後重
要になる。 

①変化著しい進路情勢に対応し
た情報収集と提供を生徒の状況
に合わせて段階的に行い、キャ
リア形成や進路ガイダンスにい
かすことができた。また、具体
的な進路選択、進路実績につい
ても伸長を図ることができた。 
②早い段階から、進路選択のた
めのキャリアガイダンスの充実
と選択に向けての意識を高める
ことができている。更なる高み
をめざすため、選択の幅を広げ
られる、新たな社会への対応の
ための総合力を高める必要があ
る。 

〇今までの指導・支援体制に加
えて、文理融合などにも対応で
きる進路指導体制の構築を図
る。探究的な学習の充実や教科
横断的な成果の取り込みなどの
仕組みや情報提供を行い、多様
な入試形態にも対応できる支援
体制の充実を図る。 
〇自立した市民、有意な社会人
を育む視点から、社会参加や地
域貢献、インターンシップなど
様々な機会に主体的に参加でき
るよう十分な情報提供と支援を
行う。 

４ 地域等との協働 

地域等との連携
や協働を進め、
持続的な発展を
可能とする社会
で一定の役割を
果たす。また、
地域交流、ボラ
ンティア等を通
じた社会貢献に
より、開かれた
学校づくりに取
り組む。 

①学校における
IT 環境の整備
とともにアフタ
ーコロナに向け
た新しい地域と
の連携の方法を
模索する。   
②学校のホーム
ページ等の IT
を活用しつつ地
域や入学希望者
と対面して学校
の魅力を発信す
る。 

①IT 環境を活用
し、コロナ禍で
変化した新しい
地域との連携の
方法を協議また
は実践する。   
②学校のホーム
ページ等におい
て、生徒の学び
が分かる情報発
信を行う。  
③説明会、学校
行事または地域
交流を通じて対
面しての学校の
魅力を発信する
機会を増やす。 

①IT 環境を活用
し、コロナ禍で
変化した新しい
地域との連携の
方法を協議また
は実践すること
ができたか。   
②学校のホーム
ページ等におい
て、生徒の学び
が分かる情報発
信を年間 20回行
えたか。  
③説明会、学校
行事または地域
交流を通じて対
面しての学校の
魅力を発信する
機会が増加した
か。 

①ICT を活用し、
学校説明会におい
て生徒の授業風景
を動画で閲覧でき
るようにした。  
①文化祭では学校
説明ブースを設
け、質問者対応を
対面で行った。  
②③学校説明会や
見学会等の参加者
数の総数が大幅に
増大した。  
学校ホームページ
については、平均
して月 3 回程度
は学校の様子を配
信した。 

①動画を活用した
授業風景のコンテ
ンツが少ないの
で、新たに作成し
たい。 
③文化祭での学校
説明ブースを次年
度も設けたい。  
②ホームページに
ついては引き続
き、生徒たちの活
動の様子を外部に
発信していきた
い。 
③各種説明会への
参加希望者が一人
でも多く参加でき
るように調整す
る。  

①動画活用は、個人情報
の保護の観点等から制約
が多いが、学校の活力や
雰囲気、様子を伝えるた
めの有効な手段であるこ
とから、生徒の顔が見え
る工夫を今後行うことが
望まれる。 
②ホームページの更新は
十分な回数が適時に行わ
れており、今後も継続し
て情報発信を期待する。 
③説明会の効果測定や入
学者へのアンケート、中
学校や地域への聞き取り
などを元にニーズの把握
とその対応を求めたい。 

①ICT 機器の導入やコンテンツ
の導入により、動画配信や様々
な形態の情報提供、効率的な説
明会の運営、実施を行うことが
できた。引き続き、コンテンツ
や情報の蓄積、広報ノウハウの
改善を進め、地域、中学生やそ
の保護者に対する本校の理解を
深めたい。 
②③ホームページの運営による
教育活動の情報発信について、
頻度、内容を充実させることが
できた。生徒の映像など個人情
報に配慮しつつ魅力が伝えられ
るよう工夫できた。今後動画配
信などより分かりやすく、視聴
しやすい環境を整えたい。 

〇各種説明会の参加実績の伸長
のため、事前の広報活動の充
実、発信する情報内容の充実、
資料・パンフだけでなく動画コ
ンテンツなどの作成を進め、よ
り身近で分かりやすく、進路選
択の決め手となるものを作成し
ていく。 
〇地域との連携や協働について
は、単発的な行事に加えて任意
性の高い活動への参加、ボラン
ティアや自主的な取組を支援す
る仕組みを構築する。また十分
な情報提供ができる場の開設を
検討する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

生徒の安心・安
全な学校生活の
場としての学校
の管理運営を推
進 す る と と も
に、職員による
業務改善、意識
向 上 に よ り 事
故・不祥事防止
を図り、効率的
な学校運営を行
う。 

①避難訓練及び
DIG 研修を通じ
て命を守る教育
の推進と生徒の
防災・減災への
意識を醸成す
る。 
②不祥事事故防
止の意識向上を
図り不祥事根絶
を目指す。 
②教職員の働き
方改革を推進し
効率的な学校運
営を目指す。 

①DIG 研修等を通
じて防災・減災
への意識醸成と
共に地域を守る
一員としての自
覚を養う。 
②事故不祥事防
止研修機会を定
期的設け、職員
の意識向上を図
る。 
②時間外労働の
抑制や年休等の
取得の推進を図
る。 

①生徒の主体的
な研修等への取
組 み に よ り 防
災・減災への意
識の向上が見ら
れたか。 
②年 12 回以上の
事故不祥事防止
研修機会の設定
と不祥事の根絶
を図れたか。 
②時間外勤務の
削減や年休等取
得率が前年度比
で改善したか。 

①事故防止研修機
会を設定し、事案
討議など２回（地
震・火災）の避難
訓練および防災教
育、DIG 研修によ
り防災減災の意識
が向上した。 
②15 回の事故不
祥事防止研修機会
を設定し、事案討
議などを行った。 
②時間外勤務の削
減・年休取得が前
年比で改善した。 

①一部の生徒（防
災委員）の主体的
な取組みは出来た
が、他の生徒も巻
き込みながら、防
災・減災の意識の
向上の輪が広げら
れればと思う。 
②採点システムに
加え、業務システ
ム導入などにより
さらに時間外勤務
削減、年休取得推
進を図っていく。 

①より実践的な訓練や
様々な災害や場面に対応
した訓練や経験を積む機
会を設けることにより、
災害対策、自助、共助の
姿勢とスキルを高めてほ
しい。 
②安心安全な学校環境整
備に引き続き努め、事故
不祥事防止についても、
継続的な取組をお願いし
たい。 

①定期的な訓練や DIG などの取
組が定着した上で、生徒の自主
的な取組や運営による訓練、自
助意識の向上などに努めたい。 
②不祥事防止の取組は会議や研
修機会を随時設け実施し、時宜
を得た注意喚起と意識の向上を
図ることができた。 
②時間外勤務の削減や年休取得
が進み、事故防止や充実した教
育活動実施に余裕をもってあた
れるようになった。 

○生徒主体の防災委員会の開催
と訓練方法や運営の実績を重ね
ながら、生徒主体の防災意識の
向上を図る。 
○引き続き事故不祥事防止のた
めの取組を継続させ、教職員の
意識を高めたい。 
○職場環境改善と教育活動の充
実の両立を図るための工夫を重
ね、バランスのよい職場環境を
整える。 


